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謹んで新春のお慶びを申し上げます 

  

 

 

 

 

新年のご挨拶                                    理事長 川本 明良 

 

 

2022年 1月 

新年を迎えましたが盛大に新しい年を祝う雰囲気は無いように感じます。コロナ禍と

いう、過去に経験したことのない厳しい環境が二年間も続いています。日本国内ではコ

ロナ感染者数が減少しウイズコロナの動きが進みはじめたとはいえ、新たなオミクロン

株の感染が広がり始め、不安を払拭することができないと思う人が多いようです。また

コロナ感染の閉塞感とともに「コロナ疲れ」が社会に蔓延しています。わらしべ会（北

海道）でも行事や利用者さんの社会参加を制限せざるを得ない状態が続いています。 

 このような状況下で、何か希望が持てる話題はないか？と度々、考えるようになっていました。そんな中、

昨年の 12 月上旬にとてもすばらしい講演を視聴させて頂く機会がありました。全国社会福祉協議会が取り

まとめる国際福祉基金委員会に関連して、*「国際社会福祉協議会北東アジア地域会議」が Web 開催されま

した。この中で京都大学の広井良典氏が「持続可能な福祉社会のビジョン」というテーマで基調講演をされ

ました。コロナパンデミックに関連した①社会問題との関連、②分散型社会の構築、③相互扶助の経済、④

福祉思想の再構築などについて、35 分という短い時間でしたが内容盛りだくさんのご講演があり、多くの

ことを学ばせて頂きました。（この会議が公開されています）この中で家族を超えた「つながり」や日本人

が持つ「相互扶助の意識」等、アジア各国には今後の福祉思想の再構築の為に必要とされるであろう基盤が

あるとのお話しもありました。ポストコロナを見据えて私たち福祉職員に希望を与えてくれる内容だと感

じました。この講演を視聴しながら、あらためて未曾有の大惨事となった 3．11の際に「絆」という言葉が

強調されたことを思い出しました。福祉分野でも多くの事業所が「つながる」という表現のもと人と人の”

つながり“をつむぎだす取り組みが広がりました。会議に参加させていただき Webでの講演とはいえコロナ

禍で忘れかけていた他の方のお話を伺うことの大切さを再認識致しました。 

 わらしべ会（北海道）では「できること・小なことで地域に貢献できる 

こと」を目標に、図書の開放や学習支援、子ども食堂を開始し、地域の皆 

様にご支援いただいてきました。コロナ感染禍になり利用者の皆さんやご 

来園者、職員の安全を最優先と考え、これらのすべてを休止していますが、 

多くの方から子ども食堂や行事の再開を求める声を頂戴しています。これ 

らの取り組みをいつ再開できるのか？ 大きな不安を持ちながら、2022年 

はコロナ感染が落ち着き、人の「つながり」を大切にできる活動が再開で 

きることを心から願っています。 

2022年が皆様にとってすばらしい一年になることをお祈り申し上げます。 

*「国際社会福祉協議会北東アジア地域会議」Web 視聴 URL は以下です。 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLHQUi6yfNFpPpOduw8oEC5iypii_elCq5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《初春号》 令和 4 年 1 月 1 日発行 

発行元：社会福祉法人わらしべ会(北海道) 

連絡先；〒065-0043 

札幌市東区苗穂町 3 丁目 2-35 

    ℡ 011-776-7981［法人本部］ 

 昨年はオリンピックで 10代の選手が活躍する姿が目立ちました。また 

大リーグで活躍する大谷翔平選手の活躍にも注目が集まりました。そして 

さらに年末には北海道拠点の球団、日本ハムに新庄監督が就任するとの話 

題が大きく報道されました。一方で日曜朝のワイドショー「サンデーモー 

ニング」で 20年以上にわたってスポーツコーナーを担当し「喝！」「あ 

っぱれ！」とコメントしてきた張本勲さんの降板が伝えられ、寂しさを感

じる声が多く上がっているようです。最近、お世話になった恩師や福祉関連の先輩の引退のお話を聞

く機会が増え、福祉分野はもとより社会全体で世代交代が進んでいます。（昭和世代編集部） 

（雪が降りました） 

昭和世代／世代交代 

本年もご指導・ご鞭撻の程お願い申し上げます 
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大滝だより 
〒052-0313 

伊達市大滝区大成町１０ 

℡ 0142-68-6344 

FAX 0142-68-6345 

Mail waras@ootaki.tv 大滝わらしべ園 

今後の予定 

 

ハッピー・ハロウィン！ 
10 月 28日にハロウィンイベントを行いました。 

この日に備えてご利用者の皆さんには窓にハロ 

ウィン風の装飾をしていただいたり、ゲームで使 

うものを作っていただいたりしていました。ハロウィン当日を迎えて、み

んなで仮装をしてハロウィンイベントのスタートです。イベントのオー

プニングはボーリングです。実はボーリングのピンもカボチャやお化け

の装飾がされています。もちろんピンの装飾もみんなで作りました。倒れ

たピンを誰が作ったの？と尋ねると、作った方が自慢げに挙手してくれ

ました。ボーリングは普段からよくやるゲームです。みなさん慣れた様子

でボールを転がして、楽しんでいました。さらにこの日は、仮装をしての

ゲームです。普段とは違う特別感から？いつもより笑顔が多く、大盛り上

がりとなりました。その後、仮装姿で記念撮影を行いました。カメラに向

かってピースサインをする方、満面の笑みを浮かべる方など、素敵な写真

をたくさん撮ることができました。そしてこの日のおやつは、ミスタード

ーナッツのハロウィン限定ドーナッツを用意しました。お化けを模した

かわいいドーナッツにご利用者様もにっこり。おいしそうに頬張ってい

ました。普段は職員の介助でお食事をされる方のなかでも、この日は自分

でフォークを持ち、大きな口を開けておいしそうに食べる人もいました。

仮装をしたり少し特別なおやつを食べたり、皆さんにイベントを通して

いつもと違う雰囲気を楽しんでいただけたと思います。職員もよく似合

ったご利用者様の仮装姿や笑顔を見ることができ、楽しい気持ち 1 日に

なりました。 

 11月のある日、秋の味覚を味わってもらおうと焼き芋会を行いま 

した。焼き芋会の前日まで大滝では雪が降り続き開催できるか心 

配していましたが、当日はなんと！綺麗な青空が広がりました。 

なんとも焼き芋日和な一日を迎えました。まずは食堂で濡らした 

キッチンペーパーとアルミホイルでさつま芋を包みました。職員 

がやり方を説明している間、笑い声を上げてうなずいたり、先行 

してさつま芋に手を伸ばす方もあり、皆さん興味津々の様子でし 

た。これまでの焼き芋会を覚えている方もあり、慣れた手つきで 

   手際よく作業する方もいました。その後は各自包み終えたさつま芋を持って外へ焼 

   きに行きます。職員と一緒にみんな火ばさみで、恐る恐る火の中に入れました。そ 

   の後、うちわであおいで火が消えないようにする方、芋が焼けていく様子をいまか 

   いまかとじっと見ている方、前日までに積もった雪で遊ぶ方など、皆さんそれぞれ 

楽しい時間を過ごしました。さつま芋は 30 分ほどで焼き上がり、ほくほくの焼き 

   芋！切るととても美味しそうな綺麗な黄金色が見えます。嬉しくなったのでカメラ 

   に向かってみんなでピースサイン。その後、お待ちかねの実食タイム！となりまし 

   た。皆さんとても大きい 1口でさつま芋を頬張っていました。食べ終わって、もっ 

   と食べたい！という表情をされている方もいました。今年のさつま芋は、ねっとり 

   甘くホクホクに焼くことができ、皆さんから「自分で焼いたおいもは美味しい！」 

   「さいこう！」というお声を頂きました。今年の焼き芋会もおいしさと笑顔にあふ 

          れ、大成功に終わりました。 

1月アイスキャンドル作り 2月節分（豆まき） 3 月雪遊び 4月イースター 

焼き芋会 

（かぼちゃ型ボールを転がしています） 

（仮装してハイピース    ） 

（ハロウィンドーナッツを食べました） 

（きれいに包んでいます） 

（甘くておいしい！）   
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わらしべ祭 残念ながらコロナ感染の配慮から、今年も規模を縮小してわらしべ祭を行いました。

最初は職員対抗尻相撲大会です。利用者の皆さんに、誰が勝つのか予想していただきました。もちろん負

けた職員にはケツバッドのお仕置き！みんなで大笑いとなりました。大爆笑のなかでも、勝ち予想した職

員に向けて熱心に応援してくれる方もいました。今回のメインイベントは日本伝統芸能「猿まわし」です。

演じるは㈱二助企画所属のコンビ名「やまとなでしこ」です。目の前で行われる圧巻の芸に、皆様食い入

るように観覧していました。難しい芸に 

は応援の声も！ひと段落着いた夕方には 

花火をして楽しみました。手持ち花火の 

みとなりましたが、思い思いの花火を手 

にしながら、花火を眺め、みんなでわら 

しべ祭の楽しい思い出を胸に刻みました。 

お化けを退治！ハロウィン 10月の大イベントは何か？と皆さんに尋ねると”ハロウィ

ン”という答えが返ってきます。「今年は何やるの？」と楽しみされている

方もいます。レクの担当者も気合が入っていました。準備に一か月計画を

練ったハロウィンレクです。利用者の皆さんは色んな形のお面や、コロナ

禍ならではのマスクに装飾をしたものなど、様々なものを自作してくれま

した。ハロウィンレク本番ではボールを投げてお化け退治も行いました。

お化けには点数がつけられており、退治したお化けの得点をみんなで競い

ました。お化けの描かれた的にしっかり狙いを定め、うまく打ち抜くと、

大当たり！強肩の利用者様が数名いて、楽しいお化け退治となりました。 

 

浦河わらしべ園 

１月の新年会に向け装飾や催し物を企画しています。現在詳細はまだ検討中です

が、今年も楽しめるイベントを考えます。恒例となったお寿司屋さんを呼んでの寿司バイキング、健康

祈願祭など、皆さんに楽しんでいただける行事が続きます。 

今後の予定 

 

浦河だより 〒057-0171 

浦河郡浦河町西舎 124-1 

℡ 0146-28-1801 

FAX 0146-28-1991 

Mail urakawa-warashibe@deluxe.ocn.ne.jp 

コンサドーレ号納車＆B☆B 登場！クリスマス会 

（猿まわしに大興奮！） 

（記念撮影！） 

（花火でわらしべ祭の締めくくり） 

少し寒さが本格的になった 11 月、北海道共同募金会と北海道コン 

サドーレ札幌の“福祉施設へ車両を贈る”を目標とした「クルマを 

おくろうプロジェクト」に当園が選ばれ、頂いたコンサドーレ号の 

贈呈式が行われました。北海道コンサドーレ札幌より河合竜二 C.R. 

C(コンサドーレ・リレーションズチーム・キャプテン)とマスコット 

キャラクターのドーレくんもおいでいただきました。今までテレビ 

で応援していた選手が目の前にいることに、大興奮となりました。 

短い時間でしたが、河合 C.R.C とドーレくんと記念撮影もしました。そのあと、優駿ビレッジアエルの

人工芝でチャリティーサッカー教室も開催し、浦河町のサッカー少年団との交流も行いました。 

（仮装してお化けも退治！） 

12 月のイベントとして、規模を縮小してクリスマス会を開催しまし

た。今年のサプライズゲストとして日本ハムファイターズマスコットキ

ャラクターの B☆B が登場しました。突然のビッグゲスト B☆Bの登場に

利用者様だけでなく、職員やインターンシップに来ていた高校生も全員

が大興奮となりました。地域貢献プロジェクト「The HOME～B☆B みらい

大志プロジェクト～」にて 2022 年 3 月まで浦河町にて活動しているそ

うです。浦河町役場に依頼し B☆Bの来園が実現することになりました。

B☆Bと職員が一緒にハンドベル演奏、その後、記念撮影、プレゼント配

りなど行っていただきました。 
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東区事業所 

〒065-0042 

札幌市東区本町 2 条 6丁目 4-1 

℡ 011-783-0606(1 階) 

 011-790-8130(2階) 

FAX 011-790-6572(共通) 

Mail sawarasibe@cyber.ocn.ne.jp(1 階)  

   Whshuurou01@yahoo.co.jp(2 階) 

 

厚別事業所            

〒004-0062            

札幌市厚別区厚別西 2条 2丁目 1-23  

℡ 011-376-0106          

FAX 011-376-0140                   

Mail sawarasibe@cotton.ocn.ne.jp  

 

みんなで仮装！ハロウィン！ 

避難訓練＆応急手当研修 

ハロウィンとカボチャパンケーキ 10 月のお楽しみイベントとして、東区事業所で「ハ

ロウィンパーティー」を実施しました。ハロウィンにちなんで、各々が好みのグッズを使った仮装で、記

念撮影。その後はみんなでおやつ作りをしました。完成を目指すおやつはハロウィンにちなんだ「カボチ

ャのパンケーキです。」材料として大滝わらしべ園で収穫したカボチャを利用しまし 

た。カボチャをつぶし生地に混ぜ、きれいなオレンジ色に焼き上げるこ 

とができました。ハロウィンイベントの午後は、カラオケで大ハッスル、 

楽しみにされていたおやつタイムに作ったパンケーキを食べました。 

カボチャの甘みも感じることができ、「おいしい！」との声があふれて 

いました。すっかり定着したハロウィン！季節を感じる充実した一日が 

過ごせました。これからみんなで寒い冬に向かいます。 

今にも雪が降りそうな寒空の下、本年度 

2 度目の避難訓練を実施しました。今回は地震を想定した訓練を行いました。皆 

さん机や布団、クッション等を駆使して、上手く身の安全を確保することが出来 

ました。安全を確保した後は経路に沿ってスムーズに避難することが出来ました。 

外の風が冷たくかなり寒かったので、避難後室内へ戻るスピードの方が早かった 

かもしれません？避難手順の確認と同時に、消防設備や通報手順も全員で確認を 

しました。車椅子の方や歩行の困難な方の避難方法、避難経路がふさがってしまった 

場合など様々な状況を想定した訓練をしておくことが必要であると改めて感じました。 

さらに震災と火災だけではなく水害や土砂災害などの自然災害、感染症といった危機 

に対しても備えておく必要があります。いざという時利用者様の命を守れるよう、引 

き続きしっかりと訓練を行うとともに、反省と改善に努めていきます。 

避難訓練の後に職員向けの緊急時の応急手当てに関する研修を行いまし

た。感染症対策の為、外部研修ではなく、消防庁の公開している「一般市民向

け応急手当 WEB講習」を全職員で受講しました。主に心肺蘇生の手順と AED の

使い方、異物除去の方法について学習しました。セクションごとに分かれた動

画を視聴し、視聴後に出題される確認問題に全員で取り組みました。利用者様

も動画に興味を持った方もあり、一緒に視聴する方もいました。中には、胸骨

圧迫の動作を真似て練習されている方もおりました。いざという時に的確な 

対応が出来るよう、具体的な事例を挙げながら、職員間で検討もしました。また、実際に事業所にある AED

を出して、置いてある場所の再確認と、動作確認も行いました。 

厚別事業所では 10月 26日にハロウィン行事を開催！ご自宅から仮装グッズを用意す

る方もあり、利用者様のハロウィン行事への関心の高さに驚かされました。当日は、朝

から昼食とゲームを楽しみにしているご様子でした。お昼ごはんには、ピザやハンバー

グ、エビフライなど普段と違った昼食を注文し、いつも以上においしそうに召し上がっ    

ていました。チーズたっぷりのピザなどをきれいに完食されたあとは……仮装＆ハロ         

ウィンにちなんだ 3 種目個人戦レクリエーションです。レクリエーションの道具は約  

1か月かけて利用者様がみんなで作ったものです。利用者様の代表にタイムキーパー 

役をお願いし、利用者様主体でゲーム進行を楽しんでいただくことを目指しました。 

それぞれのゲームで盛り上がっていただけるようお菓子メダルも用意しました。ゲー 

ム後はそれぞれがゲットしたお菓子を食べる時間をつくっていました。お菓子メダル 

をご家族に見せたいと、わらしべ園で食べることなくご自宅へ持ち帰る方もいました♪ 

 12 月の行事はクリスマス！サンタさんありがとう！ 

（机の下に隠れて！） 

mailto:sawarasibe@cotton.ocn.ne.jp
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わらりんピック 2021 の開催 

 

 
苗穂事業所 

〒065-0043 

札幌市東区苗穂町 3 丁目 2-35 

℡ 011-776-7981 

FAX 011-776-7982 

Mail Mail naebojimu@hotmail.com 

 

です。日頃の日中活動でも利用者の皆さんの大好きで盛り上がる競技です。ボ

ールを投げる表情は真剣そのもの！力加減や投げる方向も考えながら高得点獲

得を目指して楽しみました。最後の競技で勝敗が決まるという事になり、「頑張

れー！」「〇〇さーん！！」と声援が飛び交いました。最後は成績発表☆ご自身

で作った手作りメダルを大会会長より贈呈されました。表彰式の曲を流し、皆

さんの胸元には自分のイニシャルが入ったメダルが輝きました。わらりんピッ

クの閉会式では利用者代表による「総括」まとめを述べてもらい、全員怪我無

く、無事にわらりんピックを終えることが出来ました。「楽しかったね！」「疲

れた～！」など思い思いの感想を述べられ「また来年もしようね！」と早くも

来年の開催を楽しみにされておりました。年明けには冬期オリンピック・パラ

リンピックも予定されていますが、さてさてどうなることでしょう！ 

カボチャ磨き作業 

 

             今年も大滝わらしべ園の畑「大滝わらしべ農園」で育ったカボチャの収穫を 

            終えました。春の種まき、植え付け、芽かき、草刈り、収穫、ヘタきりなど４ 

            ヶ月におよぶ作業の集大成、恒例の「カボチャ磨き」を行いました。収穫した 

            たくさんのカボチャを前にして、みんな大興奮！カボチャに艶が出るよう全員 

            で協力して、品種ごとに磨き作業です。「このカボチャ大きいね」「どんなカボ 

            チャ料理が好き？」「どんな味がするのかな？甘いかな？」など和気あいあい！ 

            カボチャの話題で盛り上がりながらカボチャを傷つけないよう、慎重に作業し 

            ました。丁寧に磨いたカボチャはヘタが乾燥するまで、しばらく乾燥させ、熟 

            成を待ちます。みんなで協力して育てたカボチャの味は最高です。みんなで秋 

の味覚カボチャを味わいました。グループホームやご自宅にも持ち帰っていた

だきました。事業所ではカボチャの話題がつきません「カボチャサラダにしてもらったよ！」「カボチャ

もちたべたよ！」などなど。少しずつ「わらしべカボチャ」が定着してきたように感じます。ご近所の皆

さんやお世話になっている方々にも、わらしべ秋の味覚を味わって頂きご好評頂いています。 

（金メダル授与です） 

（たくさんボール持ちました！） 

（選手宣誓！） 

（がんばれー！） 

10 月のある日、苗穂事業所で東京オリンピック・パラリンピックを記念して

「わらりんピック 2021」を開催しました！わらりんピック開会式では聖火ラン

ナーを利用者様の代表に努めてもらいました。みんなでアイディアを出し合って

作ったわらりんピックのロゴもお披露目しました。選手宣誓に続き”公開演武”

新聞が真っ二つに破る「新聞空手」が行われました。この際会場からは「おお

ー！！」と驚きの大歓声？が沸き盛り上がりました。わらりんピック競技はグル

ープに分かれて点数を競う競技です。「①しりとりリレー」「②万歩計水泳」「③

重量ボール上げ」「④ボッチャ」です。「①しりとりリレー」は文字の数だけ前に

進むことができるというルールです。できるだけ多くの文字の答えを考え前に進

みたいのですが、考え込んでしまう方もあり、面白い頭の体操となりました。「②

万歩計水泳」は万歩計を持ち 10秒間休まずに「クロール」「平泳ぎ」の動きをし

ながら前に歩きます。この競技は歩数を競うものです。職員と利用者様の試合で

は両者とも負けじと、顔を真っ赤にしながら必死により多くの歩数確保を目指し

ました。「③重量ボール上げ」はボールを制限時間内に何個持てるかを競うもの

です。「もう持てないよ～！」と言いながらもチームの為に必死にボールを顎や

肘で押さえる方もあり、体全体を使ってボールを出来るだけ多く持つために、工

夫してくれました。各競技は接戦となり、どちらのチームが勝つのかハラハラド

キドキ。事業所で計画したレクレーション活動とはわか 

っていても、いざ勝負となると必死になる利用者様の姿 

はまさにアスリートでした☆最後の競技は「④ボッチャ」 

（聖火リレーです） 

／苗穂事業所編 

 

（全員で協力して磨いています） 



第 13 号 北のわらしべ  | 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

ク ロ ー ズ ア ッ プ こ の 活 動 

       グループホーム        

       シェアハウス         
① 札幌わらしべ園グループホーム・シェ 

アハウスでも、残念ながらまだ外出が難し

い状況が続いています。外食をしたいのが

本音ですが、我慢が続きます。そんな中でや

はり大きな楽しみは食事です。今年も大滝

わらしべ園からいただいたカボチャを使っ

て夕食メニューはわらしべの定番メニュー

です。特に「カボチャのサラダ」は大好評で

す。優しい甘みに舌鼓をうっていました。恵

みの季節を感じる貴重な一品です。 

②時にはテイクアウトメニューで外食気分

を味わっていただくことがあります。この

日は皆さんの希望を伺い、お寿司とそば・う

どんを食べました。おいしいものは皆さん

の良い笑顔を引き出してくれます。 

 

 

 

 

 

③グループホームで共同生活を送る中、で

それぞれ役割を担いながら過ごしてもらい

ます。当番を決めて玄関掃除や床掃除をし

てくれる方、調理のお手伝いをしてくれる

方等など一人一人の役割は様々 

です。それぞれで、できること 

を一生懸命手伝っていただき、 

将来の一人暮らしを目指します。 

 通信 
毎年恒例カボチャ収穫へ 

 毎年恒例、札幌わらしべ園から収穫作業チームを

編成して、大滝に遠征！大滝わらしべ農園でのカボ

チュ収穫を行いました。札幌を朝出発して車で 2時

間の道のり、大滝に到着すると、まずは準備してく

れていたカボチャケーキをごちそうになりました。

みんなでケーキをおいしくいただき、英気を養い、

準備万端で収穫に臨みました。農園へ行くと、いざ

収穫！長―く蔦が伸びた先を少しずつたどると、大

きく育ったカボチャが見えます！へたをカボチャ 

 

 

 

 

 

 

 

きり用ハサミで切り取り、丸々と育ったカボチャを

手に取ります。次々とカボチャ収穫する中、なにや

ら足跡がいくつも見つけました。じつは前号で紹介

した鹿による足跡です。（前号大活躍・鹿よけネッ

ト参照）高さのあるネットを超え、鹿が畑に入って

きているようです。おいしく実ったカボチャは鹿た

ちにも味が分かるのでしょうか？帰宅時間を気に

しながら、時間いっぱい収穫しました。今年は大滝

農家の橋本様のご厚意で赤いカボチャ、黒いカボチ

ャの苗を頂戴していました。色とりどりの多くのカ

ボチャを収穫できました。利用者の皆さんは手慣れ

た様子で収穫していましたが、同行した職員は初め

ての収穫の人がおり、恐る恐るの収穫となりました

(笑)。収穫後は園内へ移動し、カボチャ磨きも行い

ました。ウエスを使い、採れたてのカボチャの泥を

丁寧に落とします。ピカピカに磨かれたカボチャは

そのまま追熟します。カボチャ磨き後は休憩を挟

み、札幌に向けて出発しました。みんな！お疲れ様

でした。 

 

（この日とれたカボチャです） （追熟中のカボチャがいっぱい！） 

（真剣に磨いています） （みんなでピース    ） 

（パンケーキおいしいです） （へたを切って、いざ収穫） 

（タッピーわらしべ園再開のお知らせ） 

 札幌市東区介護予防センターなえぼ様指導で

住民主体で行われる、みんなのタッピー体操「タ

ッピーわらしべ園」が再開されています。老化

防止や筋力維持をめざして軽い体操に取り組み

ます。どなたでも参加できますので、札幌わら

しべ園苗穂事業所のお近くの方はタオル持参、

動きやすい服装でお集まり下さい。札幌わらし

べ園職員（作業療法士）も参加します。 

*お問合わせ先「介護予防センターなえぼ；011-

782-7010」場所；わらしべ園苗穂第 2 事業所 2

階 開催日 1/13・1/27・2/10・2/24・3/10・3/24

時間 10時-11時 00 分（参加無料）   

*最後の頁にチラシがあります！ 
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ハンガリー「LGBT 法」 

昨年 6月に制定されたハンガリーの LGBT法につい

て、ヨーロッパはもちろん世界中から大きな批判が

起こっていることが日本の報道で取り上げられまし

た。わらしべ会がハンガリーと関係が深いことを知

る複数の知人から、この LGBT法やハンガリー情勢に

ついて質問がありました。残念ながらこのことにつ

いて詳しい説明する知識はありませんが、11月末に

ハンガリーとの Web 会議が開催され、その際、ハン

ガリーの知人達が話してくれたことをお伝えしま

す。（この知人達は反与党支持者です）未成年者の保

護を目的としているとするこの法律は、教育現場や

マスコミなどで同性愛や性転換に関連する内容を伝

えることを禁止するものだそうです。国内ではこの

法律に反対する大規模なデモが行われました。EU は

ハンガリー政府にLGBT法についての懸念を文書で送

りましたが政府は「未成年者の保護」 

を目的としていることを強調している 

ようです。EUからハンガリーへの援助 

停止も論議されていると知人は心配し 

ていました。（編集部） 

 この本あります！ 「見えない脳損傷 MTBI」  山口研一郎著 

 

認知症サポーター養成講座が開催されました 

 札幌市東区第 1 地域包括支援センター様・介護予防センターなえぼ様による認 

知症サポーター養成講座が 12月 24日札幌わらしべ園苗穂事業所で開催されまし 

た。認知症についての基本的知識や認知症の方の気持ちにより添う支援、認知症 

の方を地域で支える仕組みづくりなど、動画を交えた分かり易い講義が行われま 

した。認知症の人がいるのではなく「その人が認知症という病気になっただけ」 

というお話しは障がいの捉え方とも共通する印象的なお話しでした。次の開催も 

是非、期待したいと思います。（札幌わらしべ園苗穂事業所） 

◎設置しました「虐待防止委員会」 

（見えない MTBI） 

ハンガリー「親中国政策」 

 オルバン政権は親中国政策をすすめ、中国の援

助を受けた太陽光発電や高速鉄道の建設、ブダペ

ストに中国の大学「フダン大学」の建設まで計画

していたそうです。（中国大学の計画は中止とな

ったそうです。）EU内で利用されていない中国製

コロナワクチンも利用しているそうです。ハンガ

リーは総選挙をひかえています。知人達は LGBT

法は保守・与党支持者の支持拡大を狙ったものと

の意見です。オルバン首相の与党フィデスと野党

連携との支持は同じくらいとされていますから、

国民は完全に 2 分されているのが現状のようで

す。選挙の結果に注目です。（編集部） 

 

（オルバン首相） （ドナウの真珠/ブダペスト） 

 障害者虐待が社会問題化する中、わらしべ会の虐待防止委員会を設置しました。虐待 

防止委員の中から委員長と虐待防止マネージャーも任命しました。これまでは職員研修 

の一部として虐待防止研修を実施してきましたが、これから組織的で具体的な取り組み 

の開始です。虐待防止の取り組みが単に虐待予防の活動にとどまらず、不適切なケアや 

支援内容の改善、総体的なわらしべ会の支援向上に繋がることを委員会の目的としてい 

ます。また、今年も虐待防止マネージャーを中心に全国社会福祉協議会が開催する「障害者虐待防止マ

ネージャー研修（Web研修）」にも参加し、みんなでこのテーマについて学習します。 

（法人の委員会とは別に浦河わらしべ園は施設独自の虐待防止委員会を設置しています） 

 お世話になる大阪の医師山口研一郎先生より、頂戴した先生のご著書があります。 

交通事故や転倒などで脳が衝撃を受けることで生じる軽度外傷性脳損傷（MTBI）につ 

いて紹介されています。MTBIについて、症状はもとより、難しい症状について理解 

を深める為に、具体的な事例も紹介されています。専門的視点に加えて、生活上の困 

難や保険認定の課題についても理解を深めることができます。 

                        （苗穂ミニ図書館／村井文庫） 
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＊行事表＊ 

 大 滝 浦 河 札 幌 法 人 

1 

月 
未定 

アイス

キャン

ドル作

り 

未定 新年会 

4 日 営業開始 

11 日 法人運営者会議 

22 日 苗穂事業所新年会 

13・27 日 タッピーわらしべ園 

未定 新年会（東区・厚別区） 

2 週に 1 回 調理実習(厚別) 

8・15・22 日 土曜営業日 

2 

月 
未定 

節分（豆

まき） 
上旬 節分レク 

3 日 苗穂節分祭 

下旬 会計指導 

10 日・24 日 タッピ―わらしべ園 

未定 節分（東区・厚別区） 

未定 
レクリエーション 

（東区） 

未定 
札幌市知的障害福祉協会ア

ート展作品出展（厚別区） 

3 

月 
未定 雪遊び 

上旬 
食事会（札

幌海鮮丸） 

3 日 苗穂ひな祭り 8 日 法人運営者会議 

31 日 苗穂 1 年振り返り会 上旬 監事監査 

下旬 健康祈願祭 

10 日・24 日 タッピ―わらしべ園 
上旬 理事会 

未定 ひな祭り（東区・厚別区） 

未定 おやつ作り（東区） 中旬 評議委員会 

4

月 
未定 

イ ー ス

ター 
下旬 お花見会 

未定 季節行事（東区） 
1 日 入社式 

未定 畑作業開始（厚別区） 
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編
集
職
員
一
同 

お 知 ら せ 

❁ ありがとうございました ❁ 
順不同にてご紹介 

 ご寄附・ご寄贈頂きました。 

    石井 静子 様  大藤 紀美枝 様  高橋 節子 様 

     花熊   暁 様  浜田 きよ子 様  村井   榮 様 

    女池 好子 様    奥田管理㈱ 様    

浦河ロータリー・クラブ 様    

  一般社団法人 室蘭建設業協会・日高建設協会 様 

 皆様のご支援に感謝申し上げます。 

新年のご挨拶を北のわらしべで申し上げます。 

 昨年より年賀状に代えて機関誌「北のわらしべ」を通じて新年のご挨拶を申し上げております。

ご理解の程、お願い申し上げます。 

 

 

 


